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大阪市や門真市では、府営住宅を市に移し、手続きや管理を
一本化することで利便性を高めています。西宮市でも私は、6
月議会で「県営住宅の市移管」を提案しました。
市は「兵庫県の条件をヒアリングし、今後の方向性を研究する」
と答弁されました。今後、県との協議に向けた動きが始まります。

県営住宅？ 市営住宅？ どちらも一つにまとめるべきでは？
　　　　　　　　　　　　高校や公園、道路、住宅など、
県と市が分かれて管理していることで、市民が不便を感じる
ことがあります。大切なのは“県か市か”ではなく、“どう暮
らしやすくなるか”。市民目線で、 行政のムダな線引きをなく
す提案を続けていきます。

おむつサブスクの仕組み

080-2448-1226

sakamotoryusuke.com〒662-8567　六湛寺町10番3号 議員控室   啓誠会

連絡先（啓誠会控室）連絡先（啓誠会控室） 市政相談受付中！ お気軽に！ 電話電話
メールメール

ウェブウェブ
info@sakamotoryusuke.com

各種SNSはこちら！

公立保育園でのおむつのサブスクについて
持っていく手間ナシ！ おむつが保育園に届く時代へ 

2025年6月・9月西宮市議会 一般質問ご報告
6月定例会 一般質問

6月定例会 一般質問

毎日の保育園への通園で、おむつに名前を
書いて持っていくのは負担ですよね。そんな
悩みの解決策として、「おむつのサブスク
サービス」を導入しては？

保護者へのメリットが大きく、一定以上の利用
率が期待でき、職員の業務改善にもつながる
ため、導入に向けた検討を進める。

坂本の提案

市の回答

おむつのサブスクサービスの導入に向けて導入に向けて、前向きな検討が進んでいます！  
施行実施、本格実施に向けて今後も後押ししていきますので、ご期待ください！

これからについて

これからについて

おむつ配送おむつ持参不要

保護者 業者保育所
契約・支払い契約・支払い
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お隣の尼崎市が人口増加している中で、西宮は
ピークから5000人以上減少しています。 

■原因の一つは「不動産開発の抑制」
長年にわたり、「教育環境を守る」という名のもとに学校の新設・増
築を行わず、住宅開発を厳しく制限してきたことが背景にあります。
私は、令和4年6月の初質問から一貫してこの開発規制の見直し
を訴えてきました。 
その結果、徐々に規制を緩和し、令和8年10月をもって「教育環
境保全のための住宅開発抑制に関する指導要綱」は廃止されること
になりました。これにより、適切な民間投資が進み、税収の増加や
地域の活性化が期待されます。 

西宮市の人口が13年ぶりに48万人を下回りました
坂本の
意 見

■子どもは今後17％減少、
　本当に効果のある少子化対策・子育て支援を
市内の小学生は令和13年までに4000人（約17％）減少する見込
みです。 私はこれまで、「休み期間の学童保育のお弁当配達」「放課
後キッズ全校展開」「公園のリニューアル予算増加」などの政策提案
を重ね、実現したものもあります。
今後も、「実際に子育て世帯の負担が軽くなる」「もう一人産もうと
思える」ような、実効性のある少子化対策を提案していきます。 引
き続きご期待ください。 



西宮市では、中学生の自転車通学は禁止されています。し
かし、部活動の地域展開である「プレみや」では、他校への
移動は自転車の使用が前提とした制度になっています。

プレみやでは、学校外での活動も選択肢に入るため、
部活動よりも活動の選択肢が増えるとしていますが、
実際通学に徒歩30分かかっている生徒は一度家に帰
宅する必要があるので、参加する時間が大幅に制限さ
れ、体験格差が生じる可能性があります。 

なぜ？ ➡ 子どもの医療費が18歳まで全て0円になります。一見「良いこと」のように見えま
すが、私たちは慎重な立場を取りました。

無償化によって、軽い症状でも病院を受診する“コンビニ受診”が増え、医療現場の負担や社
会保険料の増加につながるおそれがあります。実際、医療費が無料の世帯は、有料の世帯（年
収800万円超）に比べて年間3～ 4回多く受診しているというデータもあります。さらに、市
の財政は7年連続の実質的に赤字。 必要なところにお金が十分回っていないのが現状です。

今回の制度には年間約6億円の新たな支出が発生し、保育料の軽減やプレみや（部活動地
域展開）の支援、学校・公園の老朽化対策など、他の子育て支援への投資が難しくなります。 

私は、「すべての子どもを支える」ことと同
時に、「持続可能な仕組みで支える」ことが
大切だと考えています。
限られた税金をどう使うか。優先順位をどう
考えるか。将来世代に責任を持つ政治を。

2025年６月・9月西宮市議会 坂本龍佑 一般質問ご報告

その他の質問については、私のHPにブログや
質問の動画が載せられておりますので、併せて
ご覧ください。

9月定例会 一般質問

9月定例会 一般質問

中学生の自転車通学、一律禁止っておかしくない？

家庭や地域の支えに、もう一度光をあてたい
公的サービスを使わない人が損をする社会でいいのか？

国の統計では、自転車事故による死亡者はこの２０年で半減してい
ます。しかも中学生の事故は全体の１%ほど。高齢者のほうが圧倒
的に多いのです。中学生の自転車通学を「危ないから禁止」と言って
いるのは、リスクと正しく向き合わず“ゼロリスク”を求める姿勢です。 

例えば川西市では、保護者の同意・保険加入・ヘルメット着用など
を条件に、自転車通学を限定的に許可する実証実験を行っています。
「できない理由」を探すのではなく、「できる仕組み」をつくる時では
ないでしょうか？ ぜひご意見をお寄せいただけると嬉しいです！

どう考えてもおかしくないですか？
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放課後はOK、登校はNG？

• 一度家に帰ったら、自転車で他校へ行くのはOK 
•でも朝の通学は自転車NG 

自転車は「危ない」は本当か？

他市では、すでに制度化が進んでいます

2026年1月から子どもの医療費が完全無償化へ！ 
啓誠会を除く35名は
賛成し可決

坂本の
意 見 でも、私は

反対しました。

いまの社会では、保育も介護も多くが公的サービスで支えられていま
す。もちろんそれは大切な制度です。しかし、その陰で、家庭や地域
の中で静かに社会を支えている人たちがいます。

そうした方々は、公的支援を利用せずに自助によって生活されています。
それでも、制度上は「公的支援が必要ない人」として扱われてしまう。
結果として、「サービスを使った方が得」という構造が生まれています。
その一例が、保育所の制度です。0～2歳児を保育園に預ける場合、
年間にかかる費用はおよそ200万円。そのうち、保護者が支払う保
育料は所得に応じて月額最大8万円ほどで、実際には半分以上を税
金が負担しています。つまり、祖父母などが家庭で保育を担ってくれ
ている場合、その家庭は200万円分の公的サービスを受けずに、市
の財政を支えているとも言えます。

これからについて
私は、こうした家庭にも一定のメリットがあってよ
いと考え、「祖父母が孫を預かる家庭への補助制度」
について提案しました。市からは「研究が必要」との
答弁でしたが、今後も議論を深めていきます。 自助
や共助が尊重され、誰もが「支えてよかった」と思
える社会を。そのために、これからも税の使い道の
あり方を問い続けていきます。

•たとえば、孫を預かる祖父母。
•自宅で家族を介護する人。
•地域でボランティア活動を続けている人。　


